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 研究要旨：近年の炎症性腸疾患（IBD）の内科治療の進歩にもかかわらず、現在においても、外科手

術は IBD における重要な治療選択肢の一つである。 しかし、IBD の外科手術に関する患者および家族

を対象とした適切な情報は乏しく、また、炎症性腸疾患を診療する内科医においても、手術に関する

情報を適切に患者に提供できない場合、適切なタイミングで外科手術が行われず、患者が術後に不幸

な転帰をたどる一因となっている可能性があると思われる。今回、「外科手術患者向け冊子」（名称未

定）を作成し、外科手術を要する IBD 患者の手術に関する決定をサポートすることも目指したい。本

冊子作成のワークンググループを選定し、来年度には冊子をして刊行する他、研究班ホームページ上

から誰でもダウンロードできるようにする。 
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A. 研究目的 

 患者および家族に IBD の外科手術に関する

正確な情報を提供し、一般医や炎症性腸疾患

を専門とする内科医にとっても、患者とのコ

ミニュケーションツールとして活用しうる小

冊子を作成する。 

 

B. 研究方法 

 本研究班の班員の外科医を中心とした作成メ

ンバーを選定し、以下の項目に関する執筆を分担

した。 

 潰瘍性大腸炎患者です。私が手術になる可能

性はどのくらいですか？ 

 潰瘍性大腸炎患者です。どのような時に手術

が必要になりますか？ 

 潰瘍性大腸炎の手術はどのようなものです

か？ 

 潰瘍性大腸炎患者です。手術の合併症にはど

のようなものがありますか？ 

 潰瘍性大腸炎患者です。手術後の生活はどの

ようになりますか？ 

 潰瘍性大腸炎患者です。手術をすれば病気は

治ったことになるのでしょうか？（回腸のう

炎や腸管外合併症について記載） 

 

 クローン病患者です。私が外科手術になる可

能性はどのくらいですか？ 

 クローン病患者です。一度、手術を受けた場

合、再度、手術になる可能性はどのくらいで

すか？ 



 クローン病患者です。再発をしないためにで

きることを教えてください。（禁煙、薬物治

療、画像検査の重要性について記載） 

 クローン病患者です。どのような時に手術が

必要になりますか？ 

 クローン病患者です。腸の手術にはどのよう

なものがありますか？（形成術や人工肛門も

含む） 

 クローン病患者です。肛門の手術にはどのよ

うなものがありますか？ 

 クローン病患者です。手術の合併症にはどの

ようなものがありますか？ 

 クローン病患者です。手術後の生活はどのよ

うになりますか？ 

 

 手術後に妊娠や出産はできますか？ 

 

 人工肛門のケアについて教えてください。 

 人工肛門のケアに関する費用が心配です。ど

のような支援がありますか？（身体障害者手

帳について記載） 

 

 また、外科手術においては、解剖学用語、「狭

窄」などの外科的合併症、「吻合」などの手術用

語など、患者および家族には難解な用語が、コミ

ニュケーションの妨げになることがあり、それら

の用語に関する「用語集」を添付する予定である。 

 

（倫理面への配慮） 

 特になし 

  

C. 研究結果 

本冊子の分担執筆はほぼ終了し、来年度には

冊子として刊行予定である。また、同冊子を、

研究班ホームページ上に公開し、患者および

家族や一般医が誰でも入手できるようにする。 

 

D. 考察 

 作成した冊子の普及方法については、班員

施設で活用を促すことはもちろんであるが、

本冊子をアップする予定の HP の存在を含め

て、全国の患者およびその家族、同時に、一

般医にこの冊子に関する情報をどのように周

知していくかの検討が必要と思われた。 

 

E. 結論 

 来年度には本冊子を作成、刊行を行い、班

員施設での使用はもちろんのこと、研究班 HP

から、誰でもダウンロード可能とすることで、

患者および家族への外科手術に関する啓発お

よび主治医とのコミニュケーションツールと

しての活用を促進していきたい。 
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